
平成２６年１月９日 

対話から“アイディアをカタチに！” 

新たな親子遊び空間 
（仮称）げいのう わんぱーくの整備について 



週末に家族で 
出かけ､大型遊具
で1日たっぷり 
遊ぶことができる 

現在の親子遊び空間 

まん中こども館 子育て支援センター 大門いこにこ広場 

屋外型施設 

安濃中央総合公園 中勢グリーンパーク 久居スポーツ公園 

屋内型施設 

さまざまな形態
の親子の出会い
や交流ができる 



屋内型施設の利用状況 

 施設名 施設オープン 
オープンからの利用者 
総数（H25.12末時点） 

月平均利用者数 
（子ども・大人の総計） 

 まん中こども館 H25.7.1 10,170人 1,695人 

 大門いこにこ広場 H25.10.19 1,576人 788人 

子育て支援センター名 （１４施設） H24年度 利用者数（人） 

高茶屋保育園（かるがも） 1,901 

芸濃子育て支援センター（ぷちぷち） 2,470 

あのう子育て支援センター（わくわくランド） 2,997 

浜っ子幼児園子育て支援センター 2,198 

白山子育て支援センター（どんぐり） 2,020 

川合保育園（かんがるールーム） 2,322 

白塚愛児園（愛・子育てひろば） 675 

久居地域子育て支援センター（どんぐり） 1,641 

みらいの森ゆたか保育園（にこにこランド） 1,225 

さつき保育園（さつきkidsroom） 2,978 

美里さつき保育園（Ｍａｉｍａｉクラブ） 174 

風の子藤水保育園（ブルーベリー） 811 

藤水保育園（さくらんぼ） 50 

第二はなこま保育園（わくわくの森） 3,309 

  合計 24,771 



まん中こども館等の整備 大規模公園の整備 

車での買い物ついでに、気軽に立ち寄って 
親子で遊び、友だちづくりもできる公園が求められている 

これまでの親子遊び空間の整備 

利用が伸びない 
  理由：子育てスタイルの変化 
     （移動は常時、車を活用） 

 地域の生活圏  広域圏 

遊びの場として、 
屋内施設を利用 

街区公園等の整備 

平日等に徒歩など
で利用 

週末や休日に家族で
車を活用して利用 



保護者や利用者からのニーズ 

高田短期大学 おやこひろば「たかたん」 
（H24.10.21開催）での保護者の声 

子どもと公園に出かけ、同じような子育
て中の親子がいて、一緒に遊ぶことが
できる場が欲しい 

芸濃子育て支援センター利用者の声 

屋外で遊べる施設の充実を望む声が
多数 



対話から“アイデアをカタチに！” 

総合計画後期基本計画での位置づけ 
第２章「安全で安心して暮らせるまちづくり」 
 第４項 子育ち・子育て支援の推進 
  (２) 子育て家庭支援の充実 

「子育てしている親同士の交流促進のために、初めて子育てする親はもちろん、
子育ての先輩や次代の親となる若者など、世代を超えた交流や子育て支援の輪
が広がる公園づくりを進めます。」 

政策協議を通してカタチに 

親子で遊び、友だちづくりもできる公園整備 
屋内で遊べる施設と、屋外で遊べる施設の一体的整備 

平成２６年度予算（案）に盛り込むことに 



幼児用遊具 

芸濃保健福祉センター 

芸濃総合支所 

むくの木ワーク 
交流プラザ 

(仮称)げいのう わんぱーく整備概要(案)① 

東屋、ベンチ 回遊路 

市芸濃庁舎南側芝生広場（6,000㎡）を活用して、
(仮称)げいのう わんぱーくを整備 



屋内施設（交流プラザ） 

(仮称)げいのう わんぱーく整備概要(案)② 

１階平屋建て／３００㎡程度 
プレイホール、図書コーナー、談話室、トイレ、授乳室、事務室 

芝生広場（現在の芝生広場をそのまま利用） 
東屋・ベンチ（既存の東屋とベンチをリフォーム） 
幼児用遊具（交流プラザ前に設置） 
回遊路（現在の通路を、ベビーカー等も利用しやすいよう整備） 
その他（イベント用電源設備、水道設備を新設） 

屋外施設（公園） 

総事業費 
 ２億円規模 

平成２６年度 地域の元気臨時交付金 
（地域活性化・雇用創出臨時交付金）を活用 

整備経費 



地域の元気臨時交付金（地域活性化・雇用創出臨時交付金） 

経済対策で追加される公共投資の地方負担が大規模であり、予算編成の 
遅延という異例の状況の中で、地方の資金調達に配慮し経済対策の迅速 
かつ円滑な実施を図るため、今回限りの特別の措置として、国の平成２４年
度補正予算（第１号）において創設 

１兆３，９８０億円 

国の交付金総額 

１０億８，０４７万円 

津市の交付金額 

国の補正予算における 
追加公共事業等の各地方
負担額等をベースに算定 

地方単独事業（建設地方債対象事業に限る） 
 （例） 施設の建設、道路等インフラ整備など 

交付金の使途 

平成２５年度１２月補正において、１，５００万円活用し、
残り１０億６，５４７万円を「公共施設整備基金」へ積立 

本市の対応 

平成２６年度において、「安心・安全」、「子育て・教育」、
「地域活性化」、「インフラ」をキーワードに活用事業につ
いて政策協議中 



平成２６年１月９日 

新久居庁舎の配置計画 



職員組合との交渉経過 

平成25年３月28日 久居庁舎整備等にかかるポルタひさいの公有財産購入費 
久居庁舎整備にかかるポルタひさいの改修設計業務委託料 

平成25年６月26日 

平成２５年度予算からの経緯 

財産取得議案の議決 

平成25年10月30日 

平成25年７月１日 
久居庁舎等として活用するため、久居都市開発 
株式会社が所有するすべての不動産を取得 

平成25年９月２日 
久居庁舎整備事業に伴うポルタひさい改修設計 
業務委託契約を締結 
（契約期間：平成２５年９月２日～平成２６年２月２５日） 

久居都市開発株式会社が解散 

予算議決 



ポルタひさい１階 

職員組合との交渉経過 新久居庁舎配置計画(案) 

福祉課 
市民課 
トワイライト 

生活課 

津市久居保健センター 

久居総合支所 

津市久居保健センター 

津南工事事務所 津南工事事務所・市営住宅課分室 

防災備蓄倉庫 



ポルタひさい２階 

職員組合との交渉経過 新久居庁舎配置計画(案) 

久居総合支所 

会議室 

書庫 

市民交流コーナー 

会議室 

情報発信コーナー 

市民サロン 



ポルタひさい３階 

職員組合との交渉経過 新久居庁舎配置計画(案) 

久居総合支所 

会議室 

地域振興課 

久居教育事務所 

ふれあい図書室 ミーティングルーム 
市民税・ 
資産税課分室 

久居教育事務所 

  新久居庁舎
開設までの間、
久居駅前出張
所として仮設使
用 

！ 

(仮称)健康増進室 



市取得区画 施設改修 

現施設で継続 

ポルタ 
ひさい 

現在の 
久居庁舎 
（東鷹跡町） 

平成２７年１月～ 

仮設で継続 

休館（施設改修） 

平成２６年７月～ 平成２６年１月～ 

文化交流室 

久居駅前出張所 

ふれあい図書室 

交流活動室 
多目的研修室 
市民ギャラリー 

(仮称)健康増進室 

新久居教育事務所 
新ふれあい図書室 

久居総合支所 
津市久居保健センター 
津南工事事務所 
久居教育事務所 

平成２７年１月
以降はポルタ 
ひさいへ移転 

新
久
居
庁
舎
開
設 

改
修
工
事
開
始 

職員組合との交渉経過 新久居庁舎整備スケジュール 

新津市久居保健センター 

新久居総合支所 
新トワイライト 

新津南工事事務所 
新市営住宅課分室 


